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飯舘村第６次総合振興計画中間報告会 

 

次   第 

 

 

日時：令和 2 年２月１９日（水）18:30～ 

場所：飯舘村交流センター 

 

 

 

１ 開 会 

 

２ 村長あいさつ 

 

３ 計画策定の進捗報告等 

 １）キャッチフレーズ 

 ２）全体構想 

 ３）専門部会別重点事業 

 

４ 意見交換・質疑応答 

 

５ その他 

 

６ 閉 会 

1. キャッチフレーズ（案） 
 

  ものは引き算、こころは足し算の村づくり 

 ～ちょっと住む 時々住む ずっと住む  

みんないいかも いいたて村～ 

■メインテーマ「ものは引き算、こころは足し算の村づくり」 

 飯舘村は第５次総合振興計画で「までいライフ」という理念を掲げ、人・地域・家族の

繋がり、自然や文化、そして人づくりを大切にする村づくりを進めてきました。第６次総

合振興計画は、東日本大震災に伴う急激な少子高齢化による諸問題を踏まえ、「までいライ

フ」の考え方を基に、５次総を発展させた新しい形を目指して策定を進めております。村

の現状に沿って様々なものを縮小しなければならない中、それを単に補う以上に人と人と

の絆や助け合い、精神的な豊かさを増やしていくという意味を込めてメインテーマを設定

しました。 

 

■サブテーマ「ちょっと住む 時々住む ずっと住む みんないいかも いいたて村」 

 「村内居住者・村外居住者・元村民のみんなで協力して村づくりを行う必要がある」、「月

に数日しか村で過ごせないので、どう思われているか不安」、「既に色々な住み方が混在し

ているからこそ、二地域居住などの新しい暮らし方を希望する移住者を受け入れていける」

等の意見が専門部会や地域別懇談会で多く出されました。村に住みたくても住めない方や、

色々な自治体に少しずつ住むという新しい暮らし方など、どのような場合でも楽しく安心

して関われるような飯舘村を目指すという意味を込めてサブテーマを設定しました。 

 

■キャッチフレーズ（案）の決定の経緯 

 第４次総合振興計画では計画策定の最後に、第５次総合振興計画では計画策定の最初に

テーマを決めましたが、第６次総合振興計画は「最後にテーマを決めると各分野の方針が

まとまらないのではないか」、「どんな村を目指したいか話し合わずに最初にテーマを決め

ることはできない」という意見の中、ある程度方向性が見えた段階で一度テーマを定める

ことといたしました。数多くの提案を参考に、令和元年１２月から２カ月程度、各専門部

会等でキャッチフレーズの検討を行い、最終的に事務局で数点に絞った中から、策定委員

会で賛成意見があった２つの案を組み合わせ、キャッチフレーズ（案）といたしました。 
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2. 全体構想（案） 
 第６次総合振興計画は、計画全体のテーマ、各部のめざす姿、各部の重点プロジェクト 

 

基 本 構 想｜将来像・基本方針 基 本 計 画｜めざす姿を実現するための方策 

テーマ 各部のめざす姿 各部の基本方針 重点事業（検討中） 

～
ち
ょ
っ
と
住
む 

時
々
住
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ず
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と
住
む 

み
ん
な
い
い
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も 

い
い
た
て
村
～ 

も
の
は
引
き
算
、
こ
こ
ろ
は
足
し
算 

＜健康・福祉・環境＞ 

村の人が村らしくすごす 

 

・健康管理をする上でも住民同士の交流が

欠かせない 

・郷土食を通じた健康づくり 

・高齢者福祉、医療は人材確保を最優先 

・高齢者の役割づくり 

・草刈りや除雪などを住民同士で助け合え

る仕組み作り 

●いいたて動画プロジェクト／村民 1 人ひとりの得意を発信、生きがいづくりにつながり、内容を次世代に引き継ぐ 

●豆ふたたびプロジェクト／5 次総でも挙げていた「豆」を活用し、楽しく健康になれるイベントで交流を促す 

●住民同士の支え合い推進／草刈り、除雪、見守りなど、ちょっとした困りごとや個人の土地の整備等について、住民

同士で支え合える仕組みを整備する 

●健康づくり／メタボ率の改善等に取り組む 

●人材確保／福祉等の人材を確保し、サービス充実を図る 

＜産業・観光・移住＞ 

～ギスギスからふわふわへ～ 

飯舘の価値を分かち合い 

あなたをやっこく迎える村を 

目指します 

・仕事について、「教わる＆教える」関係の 

再構築 

・体験学習型の観光 

・関係人口を増やし、観光以上定住未満の 

関係を構築する 

・多種多様な人をやわらかく歓迎する体制 

をつくる 

●観光情報発信／一人一人が観光大使となり、いいたてらしい「観光」情報を発信、共有する 

●ニーズの共有／日用品で必要なものや、仕事でちょっと人手がほしい、など様々なニーズを共有しお互いの利便性を

高め、道の駅等の品ぞろえ向上や、短時間の求人ができるなどの仕組みを整備する 

●農業の活性化／移住者や若手の農家を含め、農家同士の繋がりを強化し、農業の活性化に繋げる 

 

＜教育・文化＞ 

いいたてを 改めて 見つめ直す 

・大人も子どもも自分のルーツやふるさと 

を改めて見つめ直すことが必要 

・死にがいのある場所を共同体でつくりあ 

げる 

・「いいたて」の文化を次へつないでいく 

ための教育を大人も子どもも楽しめる形で 

行う 

●歴史・文化の発信／村の歴史や物語をまとめたマップ作りや動画配信サイトによる文化・技術の発信 

●いいたて食堂／ふるさとの食文化をつなぐため、学校教育での郷土食の実践学習や、伝統食を用いた新たな名物の開

発等を行う 

●心の教育／ふるさと教育や心の教育を充実させる 

●読書の推進／「いい本、たまには、てにする」運動のような読書による学びを奨励する 

●スポーツやアウトドアの推進／スポーツ公園やパークゴルフ場等の利活用促進、体力向上、自然や雪を生かしたアウ

トドアの推進 

＜防災・建設・行財政＞ 

自助・共助で災害に強く 

課題に立ち向かえる 

強靭ないいたてをつくります 

・地域の防災計画を作る 

・５次総で作ったような地区別計画を作り、 

各行政区の将来を考える 

・自家用車を持たない方の移動手段につい

て整備を進める 

 

●地域防災計画／行政区ごと又は複数行政区で地域の防災計画やハザードマップを作成し、防災への意識付けや防災活

動の強化を図ると共に、行政区同士の連携強化を目指す 

●デマンドタクシー／免許を返納した高齢者でも暮らしやすいよう、住民による自家用車を用いたデマンドタクシー等

の仕組みを検討する 

●地区別計画の策定／５年間で行政区ごと又は複数行政区合同で今後の地域の在り方を考え、地区別計画を策定する。 

※名称や内容等、今後変更となる可能性があります。 
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3. 分野別プロジェクト 
 
①＜健康・福祉・環境＞部会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②＜産業・観光・移住＞部会  
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③＜教育・文化＞部会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
④＜防災・建設・行財政＞部会 


